
PDF データ入稿ガイド � 2023,04

PDF 変換時のプリセット�
イラストレーター、インデザイン といった Adobe 製品を使用して PDF にする場合は
［PDF/X-4:2008( 日本 )］を選択してください

　イラストレーターから PDF 変換方法�
ファイル　＞　別名で保存

「別名で保存」ダイアログの下の　ファイル形式：Adobe PDF（PDF）を選択して「保存」
「Adobe PDF を保存」ダイアログの　Adobe PDF プリセット：［PDF/X-4:2008( 日本 )］を選択して
「PDF を保存」

　インデザイン�から PDF 変換方法�
ファイル　＞　書き出し

「書き出し」ダイアログの下の　形式：Adobe PDF（プリント）を選択して「保存」
「Adobe PDF を書き出し」ダイアログの　PDF 書き出しプリセット：［PDF/X-4:2008( 日本 )］を選択して
「書き出し」

　ワード�から PDF 変換方法�
ファイル　＞　名前をつけて保存
ファイルの種類：PDF　を選択
最適化：標準　を選択して保存
※ Office 製品は RGB でしか PDF が作成できないため、Acrobat Pro での CMYK 変換が必要です。
　詳しくは本書カラーモードの〈Office 製品の CMYK 変換〉をご覧ください

カラーモード�
■ 4 色の場合

色は CMYK で作成をお願いします
RGB でデータを入稿されていると色が変わってしまいます

　Acrobat�Pro での確認と CMYK 変換方法�
表示 ＞ ツール ＞ 印刷工程　を開きます



画面右側に印刷工程メニューが表示されます
「出力プレビュー」を選ぶと CMYK で印刷する状態のドキュメントが見られます

この時に、色の彩度が落ちて暗くなる場合は RGB になっている状態です
シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの 4 色以外の特色がある場合も CMYK への変換が必要です

〈CMYKの変換〉
制作したアプリケーションで変換
もしくは Acrobat Pro で下記を参考に CMYK に変換してください

画面右側の印刷工程メニューの中の「プリフライト」をクリック
「PDF/X-1a（japan Color 2001 Coated）に変換」を選択し
右下の「解析してフィックスアップ」をクリック

これで CMYK で変換されたものが保存されます



〈Office製品のCMYK変換〉
Office 製品の場合、そのまま変換すると黒が CMYK すべてが混ざった状態になってしまうため、
K100% のみにする必要があります。

表示 ＞ ツール ＞ 印刷工程 から画面右側に表示される印刷工程メニューの中の「色を置換」　をクリック

プロファイル：「出力インデント：japan Color 2001 Coated」を選択
変換のオプションの「グレーを CMYK ブラックに変更」にチェック
これで OK をクリック

〈CMYK の変換〉で記述した「プリフライト」で
「PDF/X-1a（japan Color 2001 Coated）に変換」でフィックスアップをしたら
完了です。

最後に「出力プレビュー」で「ブラック」のチェックを外した状態で
黒い文字などが完全に消えて表示されていれば OK です。

もし、グレーで表示されたままの状態で残っている場合は弊社でデータ修正・制作作業が必要となります。

　Acrobat�Reader�しか無い�または PC 確認ができない場合�
弊社スタッフが確認するため、通常よりお時間をいただきます
こちらで変換する必要がある場合は、色も多少変わってしまいますのでご了承ください



■ 1 色の場合（特色の 1 色も同じです）
色はグレースケールで作成をお願いします
RGB でデータを入稿されていると色の濃度が変わってしまいます

　Acrobat�Pro での確認とグレースケール変換方法�
同様に 印刷工程 ＞「出力プレビュー」を選びます

「プロセスブラック」のチェックボックスをクリックすると
ドキュメントの黒の部分のみの表示をつけたり消したりできます

チェックを外して、黒の部分のみの表示を無くしている状態で
ドキュメントを見た時に何か残っていればグレースケールに変換する必要があります
真っ白で何も表示されなければ OK です

〈グレースケールの変換〉
制作したアプリケーションで変換
もしくは Acrobat Pro で下記を参考にグレースケールに変換してください

画面右側の印刷工程メニューの中の「プリフライト」を表示
「グレースケールに変換」を選択し、右下の「解析してフィックスアップ」をクリック

これでグレースケールで変換されたものが保存されます



※もし「グレースケールに変換」が無い場合、
　もしくはグレーに変換されない部分がある場合
　①「デジタルプリンテング（白黒）」
　②「PDF/X-1a（japan Color 2001 Coated）に変換」
　の 2 回フィックスアップしてください

　Acrobat�Reader�しか無い�または PC 確認ができない場合�
弊社スタッフが確認するため、通常よりお時間をいただきます
こちらで変換する必要がある場合は、色も多少変わってしまいますのでご了承ください

フォント�
制作しているアプリケーションで、全てアウトラインをとって PDF 化していれば問題ないです
もしくは PDF 上でフォントが「埋め込みサブセット」になっていれば、アウトラインをかけなくても大丈夫です

　Acrobat�Pro�/ Acrobat�Reader�共通確認方法�
ファイル ＞ プロパティ　を開きます

「フォント」のタブをクリックすると PDF 上のフォントが見られます
フォント名横に（埋め込みサブセット）とついていれば大丈夫です

（埋め込みサブセット）がついていなければアウトラインをとる必要があります

制作したアプリケーションでアウトラインをとるか
もしくは Acrobat Pro で次ページを参考にアウトラインをとってください

1

2



〈文字のアウトラインをとる〉
表示 ＞ ツール ＞ 印刷工程　を開きます

画面右側に印刷工程メニューが表示されます
「分割・統合プレビュー」をクリック

でてきたウィンドウ内の
「すべてのテキストをアウトラインに変換」にチェック
「文書内すべてのページ」にチェック

2 箇所チェックを入れたら、最後に「適用」をクリック

「この操作は取り消せません。続行しますか？」のダイアログで「はい」をクリック

進行状況ダイアログが出て、100％になりダイアログが消えたら変換終了です

最後に　ファイル ＞ プロパティ　でフォントを確認して、フォント名が全て無くなっていたら OK です

　Acrobat�Reader�しか無い�または制作アプリケーションでできない場合�
Acrobat Reader にはアウトラインをとる機能がありません
制作アプリケーションでもアウトラインがとれない場合
弊社にあるフォントで置き換えとなります
その場合通常よりお時間をいただき、フォントは変わってしまうのでご了承ください



サイズ�
トンボ無し
ドキュメントのまわりの断ち落とし 3mm を入れた状態のサイズ

　　　　　例）A4 サイズ（横 210 ×縦 297mm）の場合
　　　　　　　上下左右 3mm ずつ足して
　　　　　　　横 216 ×縦 303mm のサイズで入稿

　Acrobat�Pro�/ Acrobat�Reader�共通確認方法�
ファイル ＞ プロパティ　を開きます

「概要」のタブをクリックすると PDF の情報が見られます
ページサイズのところで断ち落としも含めた正しいサイズかどうかご確認ください

弊社でサイズ調整が必要な場合、通常よりお時間をいただきます。
また、比率が変わってしまったりと、いただいたデータ通りの印刷にはなりませんのでご了承ください。

以上のカラーモード・フォント・サイズのどれか一つでも規程どおりでなければ、
弊社でデータを編集制作作業となります
その場合「データ入稿」ではないので制作料金が発生いたしますのでご了承ください。

また、お時間も通常のデータ入稿よりもいただき、弊社でデータを編集するため、
いただいたデータ通りの仕上がりでは無くなりますのでご注意ください。


